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２３

　市
議
会
で
は
、
令
和
３
年
11
月
14
日
（
日
曜
日
）
に
市
内
の
各
種
団
体
等
で
活
動
さ
れ
て
い

る
女
性
委
員
・
会
員
等
の
皆
様
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
７
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
女
性
に
議
会
へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
実
際

の
議
案
の
審
議
を
行
う
「
本
会
議
場
」
や
「
全
員
協
議
会
室
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、15
名
（
12
団
体
）
に
参
加
い
た
だ
き
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
子
育
て
・
教
育
・
学
び
・

防
災
」、「
健
康
・
福
祉
・
環
境
」、「
産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
」
の
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　な
お
、
主
な
意
見
等
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女性委員・会員等との女性委員・会員等との 意見交換会を開催！意見交換会を開催！
開かれた議会を目指して開かれた議会を目指して

（主　な　意　見）
項目 内　　　容

・雨が降ると中条中学校の玄関前が水浸しになる。

・学校の部活動でぷれすぽ胎内までの移動費を保護者が負担している。市で負担しても
良いのでは。

・学校で子どもがタブレット端末で、意思疎通することに慣れるとコミュニケーション能
力が心配になる。

子
育
て
・
教
育
・
学
び
・
防
災
に
つ
い
て

健
康
・
福
祉
・
環
境
に
つ
い
て

産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
に
つ
い
て

・夜遅くまで利用できる生涯学習施設がほしい。

・防災意識が地域によって差がある。地元の防災士さんに自主防災組織でもっと活躍
してほしい。

・公共の場に防犯カメラの設置が必要だと思う。

・通いの場の立ち上げ支援に関する補助金をもっと幅広く使えるように改善してほしい。

・広報のクイズでSDGsを取り上げ、楽しみながら勉強できるように工夫してほしい。

・洋上風力発電事業について、もっとよく知りたい。

・SDGsの取組について、胎内市はどのようなことに力を入れているのか。

・コロナ禍で飲食業だけでなく、その他の業種でも困っているところがある。
　また、コロナ対策の補助を受ける基準に達していないお店でも、客は少なくて
たいへんである。

・地域活性化について、若い人がグループで頑張っている。女性で、起業を目指したい
と考えている人がいる。

・街中は、道路幅が狭くて車のすれちがいが難しい。道路拡張を考えてほしい。

【写真上：開会セレモニーが行われた本会議場】
【写真下：女性の視点で活発な意見交換が行われました】

○参加いただいた女性委員・団体

 ①青少年育成市民会議　②胎内市消防団　③中条町商工会女性部　④黒川商工会女性部 
 ⑤市ＰＴＡ連絡協議会　⑥中条すこやかこども園　⑦ＪＡ胎内市女性部　⑧保健推進員 
 ⑨胎内市介護予防・日常生活支援体制整備推進協議会　⑩農村地域生活アドバイザー 
 ⑪胎内市民生児童委員協議会連合会　⑫胎内市男女共同参画推進委員会

令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号



２３

　市
議
会
で
は
、
令
和
３
年
11
月
14
日
（
日
曜
日
）
に
市
内
の
各
種
団
体
等
で
活
動
さ
れ
て
い

る
女
性
委
員
・
会
員
等
の
皆
様
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
７
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
女
性
に
議
会
へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
実
際

の
議
案
の
審
議
を
行
う
「
本
会
議
場
」
や
「
全
員
協
議
会
室
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、15
名
（
12
団
体
）
に
参
加
い
た
だ
き
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
子
育
て
・
教
育
・
学
び
・

防
災
」、「
健
康
・
福
祉
・
環
境
」、「
産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
」
の
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　な
お
、
主
な
意
見
等
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女性委員・会員等との女性委員・会員等との 意見交換会を開催！意見交換会を開催！
開かれた議会を目指して開かれた議会を目指して

（主　な　意　見）
項目 内　　　容

・雨が降ると中条中学校の玄関前が水浸しになる。

・学校の部活動でぷれすぽ胎内までの移動費を保護者が負担している。市で負担しても
良いのでは。

・学校で子どもがタブレット端末で、意思疎通することに慣れるとコミュニケーション能
力が心配になる。

子
育
て
・
教
育
・
学
び
・
防
災
に
つ
い
て

健
康
・
福
祉
・
環
境
に
つ
い
て

産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
に
つ
い
て

・夜遅くまで利用できる生涯学習施設がほしい。

・防災意識が地域によって差がある。地元の防災士さんに自主防災組織でもっと活躍
してほしい。

・公共の場に防犯カメラの設置が必要だと思う。

・通いの場の立ち上げ支援に関する補助金をもっと幅広く使えるように改善してほしい。

・広報のクイズでSDGsを取り上げ、楽しみながら勉強できるように工夫してほしい。

・洋上風力発電事業について、もっとよく知りたい。

・SDGsの取組について、胎内市はどのようなことに力を入れているのか。

・コロナ禍で飲食業だけでなく、その他の業種でも困っているところがある。
　また、コロナ対策の補助を受ける基準に達していないお店でも、客は少なくて
たいへんである。

・地域活性化について、若い人がグループで頑張っている。女性で、起業を目指したい
と考えている人がいる。

・街中は、道路幅が狭くて車のすれちがいが難しい。道路拡張を考えてほしい。

【写真上：開会セレモニーが行われた本会議場】
【写真下：女性の視点で活発な意見交換が行われました】

○参加いただいた女性委員・団体

 ①青少年育成市民会議　②胎内市消防団　③中条町商工会女性部　④黒川商工会女性部 
 ⑤市ＰＴＡ連絡協議会　⑥中条すこやかこども園　⑦ＪＡ胎内市女性部　⑧保健推進員 
 ⑨胎内市介護予防・日常生活支援体制整備推進協議会　⑩農村地域生活アドバイザー 
 ⑪胎内市民生児童委員協議会連合会　⑫胎内市男女共同参画推進委員会

令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号



市
長

市
長

市
長

市
長

福
祉
介
護
課
長

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

栗
木
野
荘
の

栗
木
野
荘
の

栗
木
野
荘
の

栗
木
野
荘
の

栗
木
野
荘
の

栗
木
野
荘
の

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

業
務
休
止
に
つ
い
て

議
員

　３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

議
員

　３
回
目
の
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ク
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ン
接
種
の

予
定
と
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
確
保

病
床
数
は
。
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長

　２
回
目
の
接
種
完
了
か
ら
８

か
月
を
経
過
す
る
18
歳
以
上
の
方

に
、
順
次
接
種
券
を
送
付
し
、
医
療

従
事
者
、
高
齢
者
施
設
の
接
種
後
、

２
月
か
ら
高
齢
者
の
接
種
を
開
始
す

る
予
定
。
６
割
が
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ

ク
チ
ン
、
４
割
が
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク

チ
ン
に
な
る
予
定
。
確
保
病
床
数
は

中
条
中
央
病
院
２
床
、
県
立
新
発
田

病
院
30
床
、
県
立
リ
ウ
マ
チ
セ
ン

タ
ー
16
床
、
村
上
総
合
病
院
12
床
、

県
立
坂
町
病
院
10
床
、
北
越
病
院
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床
で
あ
る
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副
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応
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発
熱
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困
っ
た
と
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が

注
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液
の
量
は
。

健
康
づ
く
り
課
長

　モ
デ
ル
ナ
１
回

目
と
２
回
目
は
０
・
５
㎖
だ
っ
た

が
、
３
回
目
は
半
分
の
０
・
25
㎖
に

決
ま
っ
て
い
る
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員
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和
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員
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減
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年
３
月
で
業
務
休
止
し
、
い
わ
は
ら

荘
で
対
応
す
る
と
聞
い
た
が
利
用
状

況
に
つ
い
て
。
さ
ら
に
、
全
体
の
在

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
入
所
者
の

１
か
月
一
人
当
た
り
の
介
護
保
険
会

計
か
ら
の
給
付
費
に
つ
い
て
。
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長

栗
木
野
荘
の
利
用
者
の

ピ
ー
ク
は
平
成
26
年
で
１
日
平
均

利
用
者
は
23
人
か
ら
15
人
に
減
少

し
た
。
令
和
２
年
度
の
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
941
人
で
一
人

当
た
り
の
給
付
費
月
額
は
約
９
万

２
千
円
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
は
231
人
で
一
人
当
た
り
の

給
付
費
月
額
は
約
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万
９
千
円
。

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
377

人
で
一
人
当
た
り
の
給
付
費
月
額

は
約
26
万
５
千
円
で
あ
っ
た
。

議
員

　在
宅
で
が
ん
ば
る
人
を
応
援

議
員

　在
宅
で
が
ん
ば
る
人
を
応
援

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
思
う
が
。

市
長

　介
護
予
防
を
充
実
さ
せ
、
家

族
の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

予
定
と
病
床
確
保
数
に
つ
い
て

羽田野 孝子 議員

デイサービスセンター栗木野荘

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
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議
員

　今
年
度
、
わ
な
設
置
数
と
捕

議
員

　今
年
度
、
わ
な
設
置
数
と
捕

獲
頭
数
、
農
作
物
の
被
害
件
数
と
被

害
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
伺
う
。

市
長

　集
落
や
個
人
の
所
有
す
る
も

の
な
ど
も
合
わ
せ
、
く
く
り
わ
な
で

35
基
、
箱
わ
な
で
12
基
と
な
っ
て
い

る
。
捕
獲
頭
数
は
、
猪
10
頭
、
熊
６

頭
、
猿
61
頭
、
今
年
度
初
め
て
ニ
ホ

ン
ジ
カ
１
頭
。
水
稲
被
害
の
件
数
は

10
件
、
面
積
は
252
ア
ー
ル
で
、
金
額

に
す
る
と
約
100
万
円
ほ
ど
と
な
る
。

議
員

　通
学
路
の
猿
の
出
没
対
策
は

議
員

　通
学
路
の
猿
の
出
没
対
策
は

行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長

国
道
290
号
線
沿
い
、
坪
穴
地

区
で
や
ぶ
刈
り
を
行
っ
た
ほ
か
、
戸

ノ
裏
川
に
架
か
る
歩
道
用
の
橋
周
辺

の
雑
木
の
伐
採
や
除
草
な
ど
通
学
路

の
環
境
整
備
を
行
っ
た
。
な
お
、
教

育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
が
猿
の

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
学
校
で
児

童
生
徒
に
対
し
て
猿
と
遭
遇
し
た
場

合
に
刺
激
し
な
い
、
目
を
合
わ
せ
な

い
と
い
っ
た
対
処
方
法
等
を
随
時
指

導
し
て
い
る
ほ
か
、
猿
の
出
没
情
報

が
あ
っ
た
場
合
に
は
学
校
教
育
課
職

員
が
現
場
を
確
認
し
、
状
況
に
応
じ

て
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
学
校
へ
の

注
意
喚
起
等
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

　多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を

議
員

　多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を

活
用
し
て
い
る
地
域
は
ど
れ
ぐ
ら
い

あ
る
の
か
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
地

域
の
何
割
が
活
用
し
て
い
る
の
か
。

事
務
処
理
を
委
託
で
き
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
長

農
家
組
合
86
集
落
中
、
約
57

％
に
当
た
る
49
集
落
で
44
の
活
動

組
織
を
立
ち
上
げ
、
交
付
金
の
対
象

と
な
る
農
振
農
用
地
の
50
・
３
％
で

取
組
ま
れ
て
い
る
。
事
務
処
理
の
委

託
に
つ
い
て
は
、
胎
内
川
沿
岸
土
地

改
良
区
に
委
託
し
て
お
り
、
交
付
金

の
実
績
報
告
を
行
う
た
め
に
必
要
な

事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

　今
年
度
契
約
を
し
て
い
る
事

議
員

　今
年
度
契
約
を
し
て
い
る
事

業
者
数
と
個
人
契
約
者
数
は
。

市
長

業
者
数
は
８
社
で
あ
り
、
個

人
契
約
に
つ
い
て
は
25
人
と
な
っ
て

い
る
。

議
員

　家
の
大
き
さ
に
応
じ
た
配
慮

議
員

　家
の
大
き
さ
に
応
じ
た
配
慮

の
考
え
は
。

福
祉
介
護
課
長

今
後
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
話
合
い
な
ど
を
行
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興

農
業
振
興

農
業
振
興

農
業
振
興

農
業
振
興

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

雪
下
ろ
し
対
策

雪
下
ろ
し
対
策

雪
下
ろ
し
対
策

雪
下
ろ
し
対
策

雪
下
ろ
し
対
策

雪
下
ろ
し
対
策

雪
下
ろ
し
対
策

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し

   

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

助
成
事
業
に
つ
い
て

市
長

健
康
づ
く
り
課
長

健
康
づ
く
り
課
長

健
康
づ
く
り
課
長

市
長

市
長

坂上 隆夫 議員
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の
れ
ん
す
号
の

利
用
拡
大
に
つ
い
て

通
学
路
に
お
け
る
降
雪
時
の

対
策
な
ど
に
つ
い
て

省
エ
ネ
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

屋
根
の
雪
下
ろ
し
命
綱
固
定
器
具

設
置
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
を

議
員

　夏
の
暑
さ
が
有
名
な
当
市
だ

が
、
中
条
地
域
気
象
観
測
所
が
移
設

さ
れ
た
こ
と
で
名
前
が
出
な
く
な
っ

た
。
観
光
資
源
と
し
て
利
用
可
能
な

案
件
だ
っ
た
だ
け
に
、
移
設
の
理
由

を
明
確
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　地
域
資
源
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
い
う
思
い
は
大
切
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
観
測
場
所
の

移
設
に
よ
り
客
観
的
か
つ
的
確
に
気

象
情
報
を
得
る
こ
と
に
よ
り
信
頼
で

き
る
気
象
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
。

議
員

　胎
内
市
観
光
大
使
の
役
割

と
条
件
、
選
出
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長

　胎
内
市
の
有
す
る
自
然
、食
、

歴
史
な
ど
の
魅
力
的
な
観
光
資
源
を

広
く
周
知
い
た
だ
く
こ
と
が
役
割
で

あ
り
、
市
に
愛
着
を
持
ち
、
か
つ
観

光
事
業
の
推
進
に
積
極
的
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
委

員
会
に
て
諮
り
決
定
し
て
い
る
。

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
方
々
を
行

政
も
応
援
す
る
こ
と
や
支
援
す
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
と
思
う
の
で
、
尽

く
せ
る
部
分
で
可
能
な
サ
ポ
ー
ト
を

し
、
補
助
的
な
支
援
も
考
え
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
観
光
大
使
と
し
て

の
数
に
決
ま
り
は
な
い
の
で
、
新

た
な
候
補
も
委
員
会
で
考
え
て
い

き
た
い
。

議
員

　消
雪
パ
イ
プ
が
あ
る
歩
道
の

な
い
通
学
路
の
路
肩
除
雪
の
必
要
性

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
と

と
も
に
、
各
小
中
学
校
や
自
治
会
、

集
落
等
と
連
携
を
図
り
現
場
確
認
に

努
め
、
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
箇

所
で
は
で
き
る
だ
け
迅
速
に
除
排
雪

作
業
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

　中
条
中
学
校
生
徒
玄
関
前
の

排
水
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　当
該
敷
地
が
周
辺
道
路
よ

り
地
盤
が
低
く
、
道
路
側
溝
で
排
水

し
切
れ
な
い
雨
水
が
学
校
敷
地
内
に

流
れ
込
む
た
め
、
排
水
ポ
ン
プ
設
置

な
ど
対
策
し
て
き
た
が
対
応
が
困
難

で
あ
っ
て
現
在
、
雨
水
貯
留
浸
透
槽

の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
早

急
に
改
善
し
た
い
。

胎
内
市
固
有
の
観
光
資
源
に
つ
い
て

胎
内
市
固
有
の
観
光
資
源
に
つ
い
て

議
員

　少
な
く
な
い
高
齢
者
が
加
齢

性
難
聴
に
よ
っ
て
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

う
つ
病
・
認
知
症
に
な
る
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
聞
こ
え
の
悪
さ
を
克

服
し
、
日
常
生
活
を
快
適
に
過
ご
す

に
は
補
聴
器
が
必
要
だ
が
、
高
額
で

保
険
適
用
が
な
い
。
２
年
前
に
も
同

じ
質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後
購
入
補

助
制
度
を
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
当
市
で
も
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長

　認
知
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を

重
く
受
け
止
め
、
必
要
な
人
に
広
く

補
聴
器
の
装
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
助
成
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
当
初
予
算
に

計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

　デ
マ
ン
ド
交
通
で
の
利
用
目

的
で
一
番
多
い
の
は
、
医
療
機
関
へ

の
通
院
で
あ
る
。
中
条
病
院
や
坂
町

病
院
な
ど
へ
は
通
院
可
能
だ
が
、
運

行
さ
れ
て
い
な
い
新
発
田
病
院
ま
で

利
用
で
き
な
い
か
と
い
う
要
望
が
あ

る
が
ど
う
か
。

市
長

　救
急
告
示
病
院
で
あ
り
、
頻

繁
な
通
院
は
少
な
く
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
優
先
度
は
高
く
な
い
。
今
後

は
新
発
田
市
と
乗
り
継
ぎ
に
よ
る
運

行
や
結
節
点
の
構
築
な
ど
、
区
域
を

越
え
た
運
行
に
つ
い
て
の
可
能
性
を

協
議
し
て
い
く
。

議
員

　屋
根
の
雪
下
ろ
し
で
落
下
す

る
事
故
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雪
下
ろ
し
作
業
時
に
命
綱
を
つ
な
ぐ

固
定
器
具
・
ア
ン
カ
ー
の
設
置
が
な
い

と
業
者
へ
の
雪
下
ろ
し
依
頼
が
難
し

く
な
る
。
低
所
得
者
等
に
対
し
命
綱

固
定
器
具
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
が
求
め
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

市
長

　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を

活
用
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

足
り
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
負
担
軽
減

や
支
援
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断

し
て
い
き
た
い
。

議
員

　新
た
に
建
設
を
予
定
し
て
い

る
中
条
小
学
校
や
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
脱
炭
素
化
を
推
進
し
た
ら
ど
う

か
。

市
長

　太
陽
光
を
は
じ
め
と
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

筧 智也 議員 丸山 孝博 議員 

補聴器昨年1月に鴻ノ巣公園へ移設された気象観測所

中条中学校の生徒玄関と排水溝 胎内小学校太陽光パネル
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

質
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・
答
弁
の
内
容
、
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る
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で
す
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の
れ
ん
す
号
の

利
用
拡
大
に
つ
い
て

通
学
路
に
お
け
る
降
雪
時
の

対
策
な
ど
に
つ
い
て

省
エ
ネ
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

屋
根
の
雪
下
ろ
し
命
綱
固
定
器
具

設
置
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
を

議
員

　夏
の
暑
さ
が
有
名
な
当
市
だ

が
、
中
条
地
域
気
象
観
測
所
が
移
設

さ
れ
た
こ
と
で
名
前
が
出
な
く
な
っ

た
。
観
光
資
源
と
し
て
利
用
可
能
な

案
件
だ
っ
た
だ
け
に
、
移
設
の
理
由

を
明
確
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　地
域
資
源
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
い
う
思
い
は
大
切
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
観
測
場
所
の

移
設
に
よ
り
客
観
的
か
つ
的
確
に
気

象
情
報
を
得
る
こ
と
に
よ
り
信
頼
で

き
る
気
象
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
。

議
員

　胎
内
市
観
光
大
使
の
役
割

と
条
件
、
選
出
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長

　胎
内
市
の
有
す
る
自
然
、食
、

歴
史
な
ど
の
魅
力
的
な
観
光
資
源
を

広
く
周
知
い
た
だ
く
こ
と
が
役
割
で

あ
り
、
市
に
愛
着
を
持
ち
、
か
つ
観

光
事
業
の
推
進
に
積
極
的
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
委

員
会
に
て
諮
り
決
定
し
て
い
る
。

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
方
々
を
行

政
も
応
援
す
る
こ
と
や
支
援
す
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
と
思
う
の
で
、
尽

く
せ
る
部
分
で
可
能
な
サ
ポ
ー
ト
を

し
、
補
助
的
な
支
援
も
考
え
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
観
光
大
使
と
し
て

の
数
に
決
ま
り
は
な
い
の
で
、
新

た
な
候
補
も
委
員
会
で
考
え
て
い

き
た
い
。

議
員

　消
雪
パ
イ
プ
が
あ
る
歩
道
の

な
い
通
学
路
の
路
肩
除
雪
の
必
要
性

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
と

と
も
に
、
各
小
中
学
校
や
自
治
会
、

集
落
等
と
連
携
を
図
り
現
場
確
認
に

努
め
、
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
箇

所
で
は
で
き
る
だ
け
迅
速
に
除
排
雪

作
業
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

　中
条
中
学
校
生
徒
玄
関
前
の

排
水
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　当
該
敷
地
が
周
辺
道
路
よ

り
地
盤
が
低
く
、
道
路
側
溝
で
排
水

し
切
れ
な
い
雨
水
が
学
校
敷
地
内
に

流
れ
込
む
た
め
、
排
水
ポ
ン
プ
設
置

な
ど
対
策
し
て
き
た
が
対
応
が
困
難

で
あ
っ
て
現
在
、
雨
水
貯
留
浸
透
槽

の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
早

急
に
改
善
し
た
い
。

胎
内
市
固
有
の
観
光
資
源
に
つ
い
て

胎
内
市
固
有
の
観
光
資
源
に
つ
い
て

議
員

　少
な
く
な
い
高
齢
者
が
加
齢

性
難
聴
に
よ
っ
て
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

う
つ
病
・
認
知
症
に
な
る
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
聞
こ
え
の
悪
さ
を
克

服
し
、
日
常
生
活
を
快
適
に
過
ご
す

に
は
補
聴
器
が
必
要
だ
が
、
高
額
で

保
険
適
用
が
な
い
。
２
年
前
に
も
同

じ
質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後
購
入
補

助
制
度
を
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
当
市
で
も
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長

　認
知
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を

重
く
受
け
止
め
、
必
要
な
人
に
広
く

補
聴
器
の
装
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
助
成
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
当
初
予
算
に

計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

　デ
マ
ン
ド
交
通
で
の
利
用
目

的
で
一
番
多
い
の
は
、
医
療
機
関
へ

の
通
院
で
あ
る
。
中
条
病
院
や
坂
町

病
院
な
ど
へ
は
通
院
可
能
だ
が
、
運

行
さ
れ
て
い
な
い
新
発
田
病
院
ま
で

利
用
で
き
な
い
か
と
い
う
要
望
が
あ

る
が
ど
う
か
。

市
長

　救
急
告
示
病
院
で
あ
り
、
頻

繁
な
通
院
は
少
な
く
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
優
先
度
は
高
く
な
い
。
今
後

は
新
発
田
市
と
乗
り
継
ぎ
に
よ
る
運

行
や
結
節
点
の
構
築
な
ど
、
区
域
を

越
え
た
運
行
に
つ
い
て
の
可
能
性
を

協
議
し
て
い
く
。

議
員

　屋
根
の
雪
下
ろ
し
で
落
下
す

る
事
故
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雪
下
ろ
し
作
業
時
に
命
綱
を
つ
な
ぐ

固
定
器
具
・
ア
ン
カ
ー
の
設
置
が
な
い

と
業
者
へ
の
雪
下
ろ
し
依
頼
が
難
し

く
な
る
。
低
所
得
者
等
に
対
し
命
綱

固
定
器
具
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
が
求
め
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

市
長

　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を

活
用
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

足
り
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
負
担
軽
減

や
支
援
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断

し
て
い
き
た
い
。

議
員

　新
た
に
建
設
を
予
定
し
て
い

る
中
条
小
学
校
や
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
脱
炭
素
化
を
推
進
し
た
ら
ど
う

か
。

市
長

　太
陽
光
を
は
じ
め
と
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

筧 智也 議員 丸山 孝博 議員 

補聴器昨年1月に鴻ノ巣公園へ移設された気象観測所

中条中学校の生徒玄関と排水溝 胎内小学校太陽光パネル
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質
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・
答
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容
、
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草
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　制
度
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の

悩
み
の
把
握
に
つ
い
て

高
齢
者
の
運
転
事
故
と

安
全
対
策
に
つ
い
て

議
員

　本
市
の
令
和
２
年
度
の
人
口

自
然
減
が
300
人
を
超
え
、
136
行
政
区

の
中
で
17
区
が
高
齢
化
率
50
％
を
超

え
て
い
る
。
こ
の
実
態
を
踏
ま
え
た

検
証
と
今
後
の
具
体
策
は
。

市
長

　今
ま
で
子
育
て
支
援
や
移
住

定
住
促
進
、
婚
活
支
援
等
様
々
な
施

策
を
講
じ
て
き
た
が
、
今
後
も
、
胎

内
市
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う
よ

う
な
若
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　高
齢
化
率
が
45
％
を
超
え
て

い
る
行
政
区
は
、
35
区
に
の
ぼ
り
市

全
体
の
25
％
を
占
め
る
。
集
落
で

は
、
自
然
災
害
の
対
応
や
伝
統
行
事

等
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
の
行
政
の
支
援
策
は
。

市
長

　こ
の
部
分
は
し
っ
か
り
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
の
上
乗

せ
や
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
特

別
支
援
、
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
固
に
し

て
い
く
。

議
員

　人
口
減
少
対
策
に
は
特
効
薬

は
な
い
、
今
回
初
め
て
総
合
的
に
全

庁
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
し
対
応
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
で
、
実
施
回

数
や
そ
の
内
容
の
見
え
る
化
は
。

市
長

　ま
だ
具
体
的
な
内
容
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
ど
ん
な
組
織

で
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で

進
め
る
か
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

議
員

　近
年
全
国
的
に
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
ミ
ス
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
交
通
事
故

発
生
状
況
と
免
許
証
返
納
状
況
は
。

市
長

　※

下
表
の
通
り
説
明
さ
れ

た
。

議
員

　本
市
で
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
が
公
共
交
通
機
関
に
な
っ
て
い

る
。
市
民
か
ら
県
立
新
発
田
病
院
ま

で
の
運
行
拡
大
の
要
望
が
強
い
。
特

に
免
許
証
返
納
し
た
高
齢
者
や
家
族

か
ら
の
要
望
が
強
い
が
。

市
長

　現
状
で
は
難
し
い
と
思
う
。

何
か
弾
力
的
な
運
用
が
あ
る
か
ど
う

か
考
え
た
い
。

議
員

　ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載

の
補
助
金
制
度
は
す
で
に
県
内
に
運

用
さ
れ
て
お
り
、
安
全
運
転
の
意
識

と
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
、
あ
お

り
や
乱
暴
な
運
転
の
証
拠
に
な
る
た

め
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
長

　す
で
に
設
置
し
て
い
る
方
と

の
公
平
性
や
効
果
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

若
者
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

若
者
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

議
員

　当
市
で
進
む
人
口
減
少
に
対

し
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

市
長

　人
口
減
少
は
全
国
的
に
同
様

の
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
持
続
可

能
な
胎
内
市
を
実
現
す
べ
く
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な

ど
様
々
な
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。

議
員

　当
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
に

つ
い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長

　当
市
は
１
・
37
と
、
ほ
ぼ

国
・
県
と
同
数
値
で
、
楽
観
的
に
は

捉
え
て
い
な
い
が
、
低
下
の
主
た
る

要
因
は
未
婚
率
の
上
昇
や
晩
婚
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。

議
員

　若
者
が
定
住
で
き
る
環
境
の

整
備
、
胎
内
市
独
自
の
施
策
が
必
要

と
思
う
が
。

市
長

　地
域
が
若
い
人
た
ち
や
子
ど

も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
風
土
に
満

ち
、
そ
れ
が
子
育
て
や
教
育
を
大
切

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
な

要
素
で
あ
る
。

議
員

　当
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能
を
利
用
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
様
々
な
利
活
用
の

考
え
は
あ
る
か
。

市
長

　政
府
が
運
営
す
る
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
て
の
子
育
て
、

介
護
、
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
受
付
を
し
て
い
る
。

今
後
も
市
民
生
活
に
お
い
て
メ
リ
ッ

ト
の
大
き
い
も
の
か
ら
サ
ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
の
追
加
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

　コ
ン
ビ
ニ
で
行
政
の
各
種
証

明
書
を
交
付
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
民
生
活
課
長

　様
々
な
と
こ
ろ
を

勘
案
し
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員

　様
々
な
悩
み
を
抱
え
学
校
生

活
を
過
ご
し
て
い
る
児
童
生
徒
も
い

る
と
思
う
が
、
児
童
生
徒
の
悩
み
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
対
応
し
て
い

る
の
か
。

教
育
長

　児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

観
察
に
努
め
、
適
宜
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
個
人
面
談
を
活
用
し
、
悩
み
を

抱
え
る
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
を
行

っ
て
い
る
。
職
員
が
児
童
生
徒
の
心

に
寄
り
添
い
、
声
な
き
声
に
心
を
傾

け
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
避
難
所
と
し
て
の
学
校
の
防
災
機

能
強
化
に
つ
い
て

人
口
減
少
及
び
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
及
び
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

【65歳以上の市内事故発生状況】
年 市内事故発生数 65歳以上の割合内65歳以上の事故数

【75歳以上の免許保有者と免許証返納状況】

2018年

2019年

2020年

33件

37件

22件

14件

18件

8件

42.4%

48.6%

36.4%

年 市内免許保有数 返納者の割合免許証返納者数

2018年

2019年

2020年

2,177人

2,233人

2,214人

72件

117件

92件

3.3%

5.2%

4.2%

薄田 智 議員 小野 徳重 議員 

令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号 令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号

質
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・
答
弁
の
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の
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　制
度
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の

悩
み
の
把
握
に
つ
い
て

高
齢
者
の
運
転
事
故
と

安
全
対
策
に
つ
い
て

議
員

　本
市
の
令
和
２
年
度
の
人
口

自
然
減
が
300
人
を
超
え
、
136
行
政
区

の
中
で
17
区
が
高
齢
化
率
50
％
を
超

え
て
い
る
。
こ
の
実
態
を
踏
ま
え
た

検
証
と
今
後
の
具
体
策
は
。

市
長

　今
ま
で
子
育
て
支
援
や
移
住

定
住
促
進
、
婚
活
支
援
等
様
々
な
施

策
を
講
じ
て
き
た
が
、
今
後
も
、
胎

内
市
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う
よ

う
な
若
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　高
齢
化
率
が
45
％
を
超
え
て

い
る
行
政
区
は
、
35
区
に
の
ぼ
り
市

全
体
の
25
％
を
占
め
る
。
集
落
で

は
、
自
然
災
害
の
対
応
や
伝
統
行
事

等
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
の
行
政
の
支
援
策
は
。

市
長

　こ
の
部
分
は
し
っ
か
り
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
の
上
乗

せ
や
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
特

別
支
援
、
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
固
に
し

て
い
く
。

議
員

　人
口
減
少
対
策
に
は
特
効
薬

は
な
い
、
今
回
初
め
て
総
合
的
に
全

庁
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
し
対
応
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
で
、
実
施
回

数
や
そ
の
内
容
の
見
え
る
化
は
。

市
長

　ま
だ
具
体
的
な
内
容
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
ど
ん
な
組
織

で
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で

進
め
る
か
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

議
員

　近
年
全
国
的
に
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
ミ
ス
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
交
通
事
故

発
生
状
況
と
免
許
証
返
納
状
況
は
。

市
長

　※

下
表
の
通
り
説
明
さ
れ

た
。

議
員

　本
市
で
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
が
公
共
交
通
機
関
に
な
っ
て
い

る
。
市
民
か
ら
県
立
新
発
田
病
院
ま

で
の
運
行
拡
大
の
要
望
が
強
い
。
特

に
免
許
証
返
納
し
た
高
齢
者
や
家
族

か
ら
の
要
望
が
強
い
が
。

市
長

　現
状
で
は
難
し
い
と
思
う
。

何
か
弾
力
的
な
運
用
が
あ
る
か
ど
う

か
考
え
た
い
。

議
員

　ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載

の
補
助
金
制
度
は
す
で
に
県
内
に
運

用
さ
れ
て
お
り
、
安
全
運
転
の
意
識

と
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
、
あ
お

り
や
乱
暴
な
運
転
の
証
拠
に
な
る
た

め
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
長

　す
で
に
設
置
し
て
い
る
方
と

の
公
平
性
や
効
果
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

若
者
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

若
者
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

議
員

　当
市
で
進
む
人
口
減
少
に
対

し
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

市
長

　人
口
減
少
は
全
国
的
に
同
様

の
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
持
続
可

能
な
胎
内
市
を
実
現
す
べ
く
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な

ど
様
々
な
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。

議
員

　当
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
に

つ
い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長

　当
市
は
１
・
37
と
、
ほ
ぼ

国
・
県
と
同
数
値
で
、
楽
観
的
に
は

捉
え
て
い
な
い
が
、
低
下
の
主
た
る

要
因
は
未
婚
率
の
上
昇
や
晩
婚
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。

議
員

　若
者
が
定
住
で
き
る
環
境
の

整
備
、
胎
内
市
独
自
の
施
策
が
必
要

と
思
う
が
。

市
長

　地
域
が
若
い
人
た
ち
や
子
ど

も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
風
土
に
満

ち
、
そ
れ
が
子
育
て
や
教
育
を
大
切

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
な

要
素
で
あ
る
。

議
員

　当
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能
を
利
用
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
様
々
な
利
活
用
の

考
え
は
あ
る
か
。

市
長

　政
府
が
運
営
す
る
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
て
の
子
育
て
、

介
護
、
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
受
付
を
し
て
い
る
。

今
後
も
市
民
生
活
に
お
い
て
メ
リ
ッ

ト
の
大
き
い
も
の
か
ら
サ
ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
の
追
加
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

　コ
ン
ビ
ニ
で
行
政
の
各
種
証

明
書
を
交
付
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
民
生
活
課
長

　様
々
な
と
こ
ろ
を

勘
案
し
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員

　様
々
な
悩
み
を
抱
え
学
校
生

活
を
過
ご
し
て
い
る
児
童
生
徒
も
い

る
と
思
う
が
、
児
童
生
徒
の
悩
み
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
対
応
し
て
い

る
の
か
。

教
育
長

　児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

観
察
に
努
め
、
適
宜
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
個
人
面
談
を
活
用
し
、
悩
み
を

抱
え
る
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
を
行

っ
て
い
る
。
職
員
が
児
童
生
徒
の
心

に
寄
り
添
い
、
声
な
き
声
に
心
を
傾

け
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
避
難
所
と
し
て
の
学
校
の
防
災
機

能
強
化
に
つ
い
て

人
口
減
少
及
び
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
及
び
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

【65歳以上の市内事故発生状況】
年 市内事故発生数 65歳以上の割合内65歳以上の事故数

【75歳以上の免許保有者と免許証返納状況】

2018年

2019年

2020年

33件

37件

22件

14件

18件

8件

42.4%

48.6%

36.4%

年 市内免許保有数 返納者の割合免許証返納者数

2018年

2019年

2020年

2,177人

2,233人

2,214人

72件

117件

92件

3.3%

5.2%

4.2%

薄田 智 議員 小野 徳重 議員 

令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号 令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
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市
の
魅
力
向
上
策
に

つ
い
て

議
員

　令
和
２
年
度
一
般
会
計
に
お

い
て
剰
余
金
が
例
年
に
比
べ
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
が
そ
の
要
因
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

　ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
増

加
が
要
因
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

議
員

　ふ
る
さ
と
納
税
を
目
的
と
し

た
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
が
、
当
市
で
も
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長

　初
期
費
用
や
リ
ー
ス
料
な
ど

多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
に
鑑

み
、
先
ず
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の

Ｐ
Ｒ
や
新
し
い
返
礼
品
の
開
発
な
ど

で
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
方
向
性
の

中
で
よ
り
効
果
的
な
方
法
が
あ
れ
ば

探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　コ
ロ
ナ
の
経
済
対
策
と
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
う
ま
得
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
の
飲
食
店
に
対
す
る
支

援
事
業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
評

価
と
更
な
る
支
援
策
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

　減
収
緩
和
の
対
策
と
し
て
実

効
性
は
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
の
更
な
る
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
と
状
況
を
見
極
め

て
必
要
か
ど
う
か
検
討
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員

　市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た

め
に
は
観
る
こ
と
よ
り
も
撮
る
こ
と

の
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
思
う
が
、

風
景
や
伝
統
文
化
の
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
を
更
に
幅
広
く
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

市
長

　市
及
び
関
係
機
関
で
は
既
に

各
種
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
後

更
に
充
実
さ
せ
得
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
工
夫
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
は
異
論
が
な
い
。

議
員

　環
境
の
整
備
や
美
化
に
関
し
、

市
民
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
て

は
ど
う
か
。

市
長

　市
が
抱
え
て
い
る
環
境
課
題

の
改
善
や
市
民
の
皆
様
の
更
な
る
環

境
美
化
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
積
極
的
に

ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員

　市
報
で
は
「
胎
内
市
の
歴

史
」
な
ど
で
詳
し
く
市
の
紹
介
を
し

て
い
る
が
、
も
っ
と
市
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
う
意
味
で
も
基
本
的
な
情

報
も
含
め
市
の
特
徴
や
魅
力
を
更
に

市
報
等
で
発
信
で
き
な
い
か
。

市
長

　拡
充
す
べ
き
は
拡
充
し
、
情

報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

財
政
力
の
強
化
に
つ
い
て

財
政
力
の
強
化
に
つ
い
て

議
員

　訪
問
診
療
と
訪
問
介
護
支
援

の
現
状
は
。

市
長

　現
在
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
は
９
機
関
あ
り
、
平
成

30
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
訪
問
診
療
の

提
供
回
数
は
月
平
均
で
134
回
、
訪
問

看
護
は
月
平
均
で
334
回
、
訪
問
介
護

は
令
和
２
年
度
の
月
平
均
で
１
千
936

回
で
あ
る
。

議
員

　切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と

在
宅
介
護
の
提
供
体
制
を
ど
の
よ
う

に
構
築
し
て
行
く
考
え
か
。

市
長

　夜
間
、
休
日
及
び
容
態
急
変

時
の
対
応
を
共
有
す
る
方
法
を
検
討

す
る
な
ど
、
医
師
会
、
病
院
、
介
護

事
業
者
等
の
関
係
者
と
共
に
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。

議
員

　重
度
の
医
療
、
介
護
を
必
要

と
す
る
方
が
在
宅
で
療
養
で
き
る
か

ど
う
か
、
在
宅
な
ど
で
看
取
り
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

市
長

　多
職
種
連
携
が
必
要
な
事
例

の
検
討
会
を
実
施
し
な
が
ら
、
各
専

門
職
の
役
割
分
担
の
検
討
や
情
報
共

有
の
促
進
を
図
り
、
医
療
・
介
護
従

事
者
と
の
協
働
、
連
携
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
。

議
員

　入
居
可
能
な
空
き
室
と
、
政

策
空
き
家
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

市
長

　現
時
点
で
入
居
可
能
な
空
き

室
が
14
戸
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
黒
川

地
区
で
６
戸
、
中
条
地
区
で
１
戸
の

そ
れ
ぞ
れ
の
市
営
住
宅
と
黒
川
前
山

台
の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
７
戸
で

あ
る
。
ま
た
、
用
途
廃
止
前
の
政
策

空
き
家
と
呼
ば
れ
る
入
居
を
停
止
し

て
い
る
空
き
家
は
51
戸
で
あ
る
。

議
員

　設
備
改
修
し
て
入
居
し
て
も

ら
う
こ
と
や
、
浴
槽
や
ボ
イ
ラ
ー
等

未
整
備
の
住
宅
に
対
し
、
市
の
負
担

で
設
置
で
き
な
い
か
。

福
祉
介
護
課
長

　設
備
の
改
善
や
設

備
改
修
す
る
た
め
の
補
助
の
ニ
ー
ズ

は
現
時
点
で
少
な
い
と
捉
え
て
い

る
。

公
営
住
宅
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

入
居
可
能
な
空
き
室
を

有
効
利
用
す
べ
き
で
あ
る

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て

在
宅
医
療
・
介
護
の

連
携
事
業
の
早
期
の

体
制
整
備
を
！

渡辺 秀敏 議員 渡辺 栄六 議員 

黒川地区の市営住宅市内の景色などの写真展

しばた地域医療介護連携センター

ふるさと納税を目的とした自動販売機
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質
問
・
答
弁
の
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、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
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市
の
魅
力
向
上
策
に

つ
い
て

議
員

　令
和
２
年
度
一
般
会
計
に
お

い
て
剰
余
金
が
例
年
に
比
べ
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
が
そ
の
要
因
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

　ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
増

加
が
要
因
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

議
員

　ふ
る
さ
と
納
税
を
目
的
と
し

た
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
が
、
当
市
で
も
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長

　初
期
費
用
や
リ
ー
ス
料
な
ど

多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
に
鑑

み
、
先
ず
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の

Ｐ
Ｒ
や
新
し
い
返
礼
品
の
開
発
な
ど

で
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
方
向
性
の

中
で
よ
り
効
果
的
な
方
法
が
あ
れ
ば

探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　コ
ロ
ナ
の
経
済
対
策
と
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
う
ま
得
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
の
飲
食
店
に
対
す
る
支

援
事
業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
評

価
と
更
な
る
支
援
策
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

　減
収
緩
和
の
対
策
と
し
て
実

効
性
は
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
の
更
な
る
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
と
状
況
を
見
極
め

て
必
要
か
ど
う
か
検
討
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員

　市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た

め
に
は
観
る
こ
と
よ
り
も
撮
る
こ
と

の
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
思
う
が
、

風
景
や
伝
統
文
化
の
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
を
更
に
幅
広
く
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

市
長

　市
及
び
関
係
機
関
で
は
既
に

各
種
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
後

更
に
充
実
さ
せ
得
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
工
夫
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
は
異
論
が
な
い
。

議
員

　環
境
の
整
備
や
美
化
に
関
し
、

市
民
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
て

は
ど
う
か
。

市
長

　市
が
抱
え
て
い
る
環
境
課
題

の
改
善
や
市
民
の
皆
様
の
更
な
る
環

境
美
化
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
積
極
的
に

ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員

　市
報
で
は
「
胎
内
市
の
歴

史
」
な
ど
で
詳
し
く
市
の
紹
介
を
し

て
い
る
が
、
も
っ
と
市
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
う
意
味
で
も
基
本
的
な
情

報
も
含
め
市
の
特
徴
や
魅
力
を
更
に

市
報
等
で
発
信
で
き
な
い
か
。

市
長

　拡
充
す
べ
き
は
拡
充
し
、
情

報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

財
政
力
の
強
化
に
つ
い
て

財
政
力
の
強
化
に
つ
い
て

議
員

　訪
問
診
療
と
訪
問
介
護
支
援

の
現
状
は
。

市
長

　現
在
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
は
９
機
関
あ
り
、
平
成

30
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
訪
問
診
療
の

提
供
回
数
は
月
平
均
で
134
回
、
訪
問

看
護
は
月
平
均
で
334
回
、
訪
問
介
護

は
令
和
２
年
度
の
月
平
均
で
１
千
936

回
で
あ
る
。

議
員

　切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と

在
宅
介
護
の
提
供
体
制
を
ど
の
よ
う

に
構
築
し
て
行
く
考
え
か
。

市
長

　夜
間
、
休
日
及
び
容
態
急
変

時
の
対
応
を
共
有
す
る
方
法
を
検
討

す
る
な
ど
、
医
師
会
、
病
院
、
介
護

事
業
者
等
の
関
係
者
と
共
に
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。

議
員

　重
度
の
医
療
、
介
護
を
必
要

と
す
る
方
が
在
宅
で
療
養
で
き
る
か

ど
う
か
、
在
宅
な
ど
で
看
取
り
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

市
長

　多
職
種
連
携
が
必
要
な
事
例

の
検
討
会
を
実
施
し
な
が
ら
、
各
専

門
職
の
役
割
分
担
の
検
討
や
情
報
共

有
の
促
進
を
図
り
、
医
療
・
介
護
従

事
者
と
の
協
働
、
連
携
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
。

議
員

　入
居
可
能
な
空
き
室
と
、
政

策
空
き
家
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

市
長

　現
時
点
で
入
居
可
能
な
空
き

室
が
14
戸
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
黒
川

地
区
で
６
戸
、
中
条
地
区
で
１
戸
の

そ
れ
ぞ
れ
の
市
営
住
宅
と
黒
川
前
山

台
の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
７
戸
で

あ
る
。
ま
た
、
用
途
廃
止
前
の
政
策

空
き
家
と
呼
ば
れ
る
入
居
を
停
止
し

て
い
る
空
き
家
は
51
戸
で
あ
る
。

議
員

　設
備
改
修
し
て
入
居
し
て
も

ら
う
こ
と
や
、
浴
槽
や
ボ
イ
ラ
ー
等

未
整
備
の
住
宅
に
対
し
、
市
の
負
担

で
設
置
で
き
な
い
か
。

福
祉
介
護
課
長

　設
備
の
改
善
や
設

備
改
修
す
る
た
め
の
補
助
の
ニ
ー
ズ

は
現
時
点
で
少
な
い
と
捉
え
て
い

る
。

公
営
住
宅
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

入
居
可
能
な
空
き
室
を

有
効
利
用
す
べ
き
で
あ
る

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て

在
宅
医
療
・
介
護
の

連
携
事
業
の
早
期
の

体
制
整
備
を
！

渡辺 秀敏 議員 渡辺 栄六 議員 

黒川地区の市営住宅市内の景色などの写真展

しばた地域医療介護連携センター

ふるさと納税を目的とした自動販売機
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質
問
・
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の
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容
、
文
体
は
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の
草
稿
に
よ
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で
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・
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全会一致で可決（承認・同意）された議案

賛否が分かれた議案

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ク
ア
ハ
ウ
ス
た
い
な
い
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
、

か
つ
、
健
全
な
施
設
運
営
を
行
う
た

め
、
会
員
の
使
用
料
に
つ
い
て
引
き

上
げ
を
行
う
も
の
。
プ
ー
ル
と
風
呂

の
両
方
を
利
用
で
き
る
会
員
と
風
呂

の
み
利
用
で
き
る
会
員
の
区
分
を
設

け
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
市
民
、
市

外
会
員
の
使
用
料
を
定
め
る
も
の
。

質
問

　今
回
の
値
上
げ
は
市
民
会
員

質
問

　今
回
の
値
上
げ
は
市
民
会
員

で
82
％
の
大
幅
な
値
上
げ
で
あ
る
。

値
上
げ
に
至
っ
た
理
由
と
、
利
用
者

と
の
意
見
交
換
の
説
明
を
。

答
弁

　指
定
管
理
料
が
非
常
に
高
額

に
な
っ
て
今
年
度
は
３
千
729
万
円
。

85
％
が
会
員
の
利
用
で
会
員
は
約
300

人
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
一
人

当
た
り
10
万
円
近
く
補
助
の
形
に

な
っ
て
い
る
。
意
見
交
換
会
は
令
和

２
年
６
月
か
ら
令
和
３
年
11
月
ま
で

４
回
開
催
し
た
。

質
問

　こ
の
値
上
げ
で
安
定
的
に
運

質
問

　こ
の
値
上
げ
で
安
定
的
に
運

営
し
て
い
け
る
か
試
算
し
た
の
か
。

答
弁

　今
の
会
員
が
継
続
し
て
も
ら

う
と
900
万
円
増
え
る
。
４
月
か
ら
指

定
管
理
者
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

公
募
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
い

く
と
今
よ
り
指
定
管
理
料
が
１
千
数

百
万
円
下
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　付
託
さ
れ
た
他
６
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会
審
査

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

厚
生
環
境

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
わ
は

ら
荘
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
同
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
引
き
続
き
胎
内
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
指
定
し
、
そ
の
管
理
運
営
を

行
わ
せ
る
も
の
。

　な
お
、
栗
木
野
荘
の
事
業
を
同
４

年
３
月
末
を
も
っ
て
休
止
す
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
、
い
わ
は
ら
荘
に
統

合
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
や
人
員

の
確
保
等
を
図
っ
て
い
け
る
見
通
し

に
至
っ
た
こ
と
か
ら
指
定
期
間
を
２

年
か
ら
５
年
に
延
長
す
る
も
の
。

質
問

　統
合
に
よ
り
、
利
用
人
数
と

質
問

　統
合
に
よ
り
、
利
用
人
数
と

稼
働
率
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁

　栗
木
野
荘
の
利
用
者
全
員
が

利
用
回
数
な
ど
現
在
の
利
用
条
件
の

ま
ま
移
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

一
日
の
利
用
人
数
の
定
員
を
25
人
か

ら
38
人
に
拡
大
し
、
稼
働
率
は
９
割

と
見
込
ん
で
い
る
。

質
問

　統
合
す
る
こ
と
で
ど
れ
ぐ
ら

質
問

　統
合
す
る
こ
と
で
ど
れ
ぐ
ら

い
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答
弁

　コ
ス
ト
の
関
係
で
は
、
200
か

ら
300
万
円
の
削
減
を
図
れ
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
ま
た
、
指
定
期
間
が
長

く
な
る
こ
と
で
看
護
・
介
護
の
専
門

職
員
の
人
員
確
保
に
つ
い
て
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
更
に
は
利
用

者
が
増
え
る
こ
と
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
う
え
で
も
幅
が
広
が
る
と
と
も

に
職
員
数
が
増
え
る
こ
と
で
一
番
大

切
で
あ
る
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

クアハウスたいない

いわはら荘
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・公の施設に係る指定管理者の指定（デイサービスセンター
　いわはら荘）
・公の施設に係る指定管理者の指定（胎内高原ミネラルハウス）
・公の施設に係る指定管理者の指定（胎内リゾート関係施設）
・公の施設に係る指定管理者の指定（きのと観光物産館）

令和３年度補正予算 条例の改正
全会一致で可決（承認・同意）された議案

・議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例
・特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

・一般会計補正予算（第１２号）【専決】
・一般会計補正予算（第１３号）
・一般会計補正予算（第１４号）
・公共下水道事業会計補正予算（第２号）
・農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
・水道事業会計補正予算（第２号）
・簡易水道事業会計補正予算（第２号）

・子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書
【提案者：丸山孝博 議員】
・北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書
【提案者：森田幸衛 議員】

※全会一致で可決された議案については、議決賛否表を省略。

※ 議長は地方自治法第 116 条により表決には参加しないため、表決に参加する議員は 15 名。

その他
議員提出議案

の
意
見
交
換
会
を
令
和
２
年
か
ら
開

催
し
て
き
た
と
し
な
が
ら
、
議
会
へ

は
値
上
げ
の
条
例
案
だ
け
で
説
明
資

料
が
な
か
っ
た
。
反
対
理
由
の
二
つ

に
は
利
用
料
値
上
げ
だ
け
で
は
、
利

用
者
が
減
り
、
持
続
可
能
と
は
な
ら

な
い
。
魅
力
あ
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
に
し

て
い
く
創
意
工
夫
、
ア
イ
デ
ア
等
根

本
的
な
解
決
策
が
必
要
で
改
正
案
に

反
対
で
あ
る
。

　こ
の
改
正
案
は
、
会
員
の
使
用
料

を
１
か
月
４
千
400
円
か
ら
８
千
円
に
、

市
民
外
は
５
千
500
円
か
ら
９
千
円
に

引
き
上
げ
る
。
新
た
に
風
呂
の
み
の

会
員
を
設
け
、
使
用
料
を
１
か
月
市

民
は
６
千
円
、
市
民
外
は
７
千
円
に

し
、
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
場
合
は
１

回
100
円
で
使
用
で
き
る
こ
と
に
す
る

も
の
で
あ
る
。

　反
対
理
由
の
一
つ
に
は
利
用
者
と

が
得
ら
れ
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
確

か
に
、
引
上
げ
額
は
小
さ
く
な
い
が
、

会
員
の
多
く
は
現
在
の
利
用
環
境
の

継
続
を
望
ん
で
お
り
、
一
般
的
会
員

制
の
料
金
体
系
と
し
て
捉
え
れ
ば
概

ね
妥
当
性
が
あ
り
、
こ
の
施
設
を
持

続
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
度
の
条
例

改
正
は
、
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
理

に
か
な
っ
た
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

　改
正
内
容
は
、
会
員
を
対
象
と
し

た
使
用
料
の
引
上
げ
で
あ
る
が
、
現

在
、
こ
の
施
設
利
用
の
お
よ
そ
85
％

が
会
員
の
利
用
で
そ
の
会
員
数
は
300

人
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
会

員
１
人
あ
た
り
に
対
し
て
、
市
が
指

定
管
理
料
の
形
で
支
出
し
て
い
る
額

は
、
同
種
の
他
施
設
と
比
較
し
て
も

突
出
し
て
高
く
、
施
設
を
利
用
し
て

い
な
い
大
多
数
の
市
民
か
ら
は
理
解

　第４回定例会は、11月30日から12月17日までの18日間にわたって開催されました。市長提出議案については、専決
処分の承認１件のほか、補正予算６件、条例の一部改正５件、その他４件が審議されました。また、議員提出議案で
は、意見書２件が審議され、次のとおり議決されました。

賛否が分かれた議案

クアハウスたいない条例の一部を改正する条例
　内容：討論をご覧ください。

議　案　名
議　員　名 　反

対※

　賛
成※

丸
山
孝
博

渡
辺
宏
行

桐
生
清
太
郎

渡
辺  

　俊

森
田
幸
衛

薄
田  

　智

小
野
德
重

坂
上
清
一

渡
辺
秀
敏

八
幡
元
弘

森
本
将
司

羽
田
野
孝
子

坂
上
隆
夫

筧

　

  

智
也

渡
辺
栄
六

213×○○○○○○○○○○×○○○

議決結果

可　決

ク
ア
ハ
ウ
ス
た
い
な
い
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

答
弁

答
弁

常
任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会
審
査

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

令和３年 第４回定例会議決結果

ク
ア
ハ
ウ
ス
た
い
な
い
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議第

95号

渡

辺

　
　
　
俊

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

羽
田
野

孝

子

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論
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現在、歯の矯正治療の保険適用範囲は、特定の手術が必要な場合や特定の疾患に起因するもの
などごく狭い範囲に限定されており、原則として保険が適用となっていない。そのため、義務教育である
小中学校の健康診断の結果、「要治療」と診断された場合であっても全額自己負担で治療しなければ
ならない。歯並びが悪いと全身の健康に大きな悪影響を与えることをはじめ、職業選択にも影響が出る
ことが懸念される。
一般的に永久歯からの歯の矯正治療には、精密検査で５万円程度、矯正費用は30万円から70万円、

毎回の診察には５千円から１万円と総額で65万円から95万円かかるとされている。このような中、保険
適用がされないままでは、経済的理由により子どもの歯の治療ができないという家庭が生じることが指摘
されている。
日本学校歯科医会によると「歯並びが悪いと全身に影響を及ぼすため、健診項目から『歯列・咬合』

を外すことはできない」としている。さらに、学校健診で要治療となり、受診した際に保険が適用されない
項目は『歯列・咬合』だけであると指摘されている。
東京都歯科保険医協会の調査では、小中学校の歯科健診で「要治療」とされた子どもの受診率は

47.41％という調査結果が出ている。
学校健診の結果、「要治療」と診断され、治療の受診結果を学校に提出することが求められている

にも関わらず、保険が適用されないということは制度として不整合があると考える。
よって、美容整形に該当しない子どもの歯の矯正治療に保険適用をすることを求める。

（提出先） 内閣総理大臣 内閣官房長官 財務大臣 文部科学大臣
厚生労働大臣 こども政策担当大臣 衆議院議長 参議院議長

子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見書

北朝鮮による日本人拉致問題については、政府が認定した拉致被害者17名のうち、本県関係者が
５名を占め、そのうち、13歳で連れ去られた横田めぐみさんは44年経過した現在も帰国を果たしていま
せん。さらに、新潟県警が拉致の可能性を排除できない事案として捜査を行っている本県関係者は
特定失踪者６名を含めて27名に上ります。
岸田総理は、就任後の所信表明演説で、拉致問題は最重要課題であり、すべての拉致被害者の一日

も早い帰国を実現するため、条件を付けずに金正恩委員長と直接向き合う決意であるとの考えを表明
されました。
拉致問題の解決に向けた進展が見られない中、既に長い年月が経過し被害者自身やその家族の

高齢化が進んでおり、もはや一刻の猶予も許されません。
よって、国会及び政府におかれましては、拉致被害者並びに特定失踪者家族の痛切な思いを共有し、
北朝鮮による拉致被害者及び特定失踪者全員の早期帰国、真相究明に向けて、あらゆる手段を講じ、
国を挙げて全力で取り組まれるよう強く要望します。

（提出先） 内閣総理大臣 外務大臣 拉致問題担当大臣 衆議院議長 参議院議長

北朝鮮による日本人本人本 拉致問題の早期解決を求める意見書

意見書を提出しました
第４回定例会において、議員提案の意見書２件を可決しました。可決した意見書は、内閣総理
大臣並びに関係大臣ほか衆参議院議長へ送付しました。

令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号
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議会モニター会議を開催しました
～開かれた議会、市民とともに歩む議会を目指して～

11月17日、５回目の議会モニター会議を開催し、モニター６名と正副議長、議会運営
委員の計12名が参加しました。会議では、11月５日に閉会した第３回定例会の概要とモ
ニターさんへ実施したアンケート調査の結果を報告しました。
　その後、グループに分かれて、「第３回定例会を傍聴した感想」と「議会運営全般」
について意見を伺いました。いただいた意見については、今後の議会運営へ反映してい
きます。

意　　見　・　要　　望

第
３
回
定
例
会
を
傍
聴
し
た
感
想

議
会
運
営
全
般

これまで産業文化会館で視聴していたが、今回議場で傍聴した。生の声が直に聴け
て良かった。

市民が聞きたい関心事を議員が質問してくれて嬉しかった。

議員の質問に対し、答弁が嚙み合っていない場合は、改めて質問するべきではない
か。

答弁が丁寧すぎて長く感じる。誰にでもわかる簡潔な答弁だと良い。

議員は市民の代表ですごく大事な役割を担っていると思うが、その活動が市民に
伝わっていない。もっと目に見える活動を期待する。

市民の意見をどのように吸い上げ、行政にどのように提案し、結果がどうなったと
いうのが見えてこない。

委員会もYoutubeで配信してほしい。

もっと踏み込んだ熱い質問と答弁のやりとりを見てみたい。
発言ごとにマイクの消毒をするべきではないか。
傍聴席の急な階段は、少し恐怖を感じる。

主　な　意　見

天木義人議長から開会の挨拶 グループに分かれ意見交換

令和４年２月14日 胎内市議会だより　71号
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黒
川
小
学
校

　６
年
生

布
川

咲
柚
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　の
作
品
で
す
。

　私
は
３
年
生
の
こ
ろ
か

ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
習
っ

て
い
ま
す
。
最
初
は
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

練
習
し
て
い
く
う
ち
に
レ

シ
ー
ブ
な
ど
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学

校
に
行
っ
た
ら
さ
ら
に
上

手
に
な
れ
る
よ
う
、
精
一

杯
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 ぬ

の

か
わ

さ

ゆ

本会議をライブ中継で
配信中です！

本会議の様子をYouTubeで生配信
しています。詳しくは、専用コード、
又は市ホームページ「市議会」をご覧
ください。過去の映像もご覧いただけ
ます。
　本会議の様子は、本庁舎１階ロビー
及び産業文化会館（ロビー）でも視聴
できます。

胎内市議会
フェイスブック
胎内市議会
フェイスブック

市議会の活動や話題を発市議会の活動や話題を発信して信して
いきます。ぜひ、ご覧ください。いきます。ぜひ、ご覧ください。

行政情報発信アプリ行政情報発信アプリ

「たいない議会だより」をス「たいない議会だより」をスマートマート
フォン等からご覧いただけます。フォン等からご覧いただけます。

※本会議を傍聴する
　場合は本会議当日
に本庁舎５階に
　お越しください。

配信は
こちら

◆
令
和
４
年
２
月
14
日

　◆
発
行
責
任
者  

議
長 

天
木
義
人

印
刷
／
株
式
会
社
エ
ン
ジ
ュ

（

）

　☎

　（０
２
５
４
）４
３

－

６
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１
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Ｆ
Ａ
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－

７
８
７
５

〒
９
５
９

－２
６
９
３

新
潟
県
胎
内
市
新
和
町
２
番
10
号

胎内市ホームページアドレス　https://www.city.tainai.niigata.jp/

    

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　寒
い
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

昨
年
、
一
昨
年
と
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
慌
た
だ

し
く
過
ぎ
た
年
だ
っ
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

　ワ
ク
チ
ン
は
、
２
回
接
種
し
た
し
、
も
う
平

穏
な
日
々
が
来
る
か
と
思
い
気
や
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
平
穏
な
日
々
は
ま

だ
ま
だ
先
の
様
で
す
。
市
で
は
、
２
月
か
ら
３

回
目
の
追
加
接
種
が
始
ま
る
そ
う
で
す
。

　１
日
も
早
く
平
穏
で
安
全
・
安
心
な
暮
し
が

も
ど
り
ま
す
様
に
！

　

  

（
坂
上

　清
一

記
）

表紙の写真 

「胎内市の未来を担う
　　　　　　子どもたち」

私の将来の夢は……

菊池  美羽さん　（中２） 人の役に立てる仕事に就きたい

　　  美來さん　（小６） 美容師

　　  美海さん　（小３） 陸上選手

み　う

み　ら

み　み

令和４年第１回定例議会日程（予定）

2022年

 3日 総務文教常任委員会
 4日 厚生環境常任委員会
 7日 まちづくり常任委員会
 9日 会派代表質問
 10・11日 一般質問
14・15・16日 予算審査特別委員会
 18日 本会議（最終日）

15日 議会運営委員会
22日 本会議（初日）

2月

 3日 
 4日 
3月

No.71
令和4年2月14日
（2022年）

【題字】 布川 咲柚 さん
ぬのかわ さゆ
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